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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成20年5月1日(2008.5.1)

【公開番号】特開2002-322364(P2002-322364A)
【公開日】平成14年11月8日(2002.11.8)
【出願番号】特願2001-128722(P2001-128722)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  83/07     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   3/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/56     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  83/05     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  23/24     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ  83/07    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   3/00    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   5/56    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  83/05    　　　　
   Ｈ０１Ｌ  23/24    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年3月13日(2008.3.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
　　【特許請求の範囲】
　【請求項１】(Ａ)（Ａ－１）Ｒ(ＣＨ3)ＳｉＯ2/2単位８０.０～９９.８モル％、ＲＳｉ
Ｏ3/2単位０.１～１０.０モル％およびＲ(ＣＨ3)2ＳｉＯ1/2単位０.１～１０.０モル％（
式中、Ｒは一価炭化水素基であり、全Ｒ中の０.２５～４.０モル％がアルケニル基である
。）からなるポリオルガノシロキサン２０～１００重量％、および(Ａ－２) Ｒ(ＣＨ3)Ｓ
ｉＯ2/2単位９０．０～９９．９モル％およびＲ(ＣＨ3)2ＳｉＯ1/2単位０.１～１０.０モ
ル％（式中、Ｒは一価炭化水素基であり、全Ｒ中の０.２５～４.０モル％がアルケニル基
である。）からなるポリジオルガノシロキサン０～８０重量％からなる２５℃における粘
度が１０～１００，０００ｍＰａ・sであるポリオルガノシロキサン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００重量部、
(Ｂ)２５℃における粘度が２～１０，０００ｍＰａ・sであり、一分子中に２個のケイ素
原子結合水素原子を有するポリオルガノシロキサン｛(Ａ)成分中のアルケニル基に対する
本成分中のケイ素原子結合水素原子のモル比が０．８～１．２となる量｝、
(Ｃ) 付加反応用白金系触媒｛(Ａ)成分～(Ｂ)成分の合計量に対する本成分中の白金金属
が重量単位で０．０１～１０００ｐｐｍとなる量｝
(Ｄ)一般式(Ｒ1Ｏ)nＳｉＲ2

4-n（ここでＲ1はアルキル又はアルコキシアルキル基を表し
、Ｒ2は非置換の又は置換された１価の炭化水素基を表し、ｎは３又は４である）で示さ
れるシランおよびその部分加水分解縮合物から選ばれる有機ケイ素化合物
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０５～２０重量部
および
(Ｅ)有機チタン化合物　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．００１～５重量部
からなり、かつ（Ｂ）成分以外にケイ素原子結合水素原子を有するポリオルガノシロキサ
ンを含まず、硬化してＪＩＳ　Ｋ　２２２０に規定される１／４ちょう度が１０～２００
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であるシリコーンゲルを形成することを特徴とするシリコーンゲル組成物。
　【請求項２】（Ｄ）成分がアルキルシリケートまたはアルキルポリシリケートである請
求項１に記載のシリコーンゲル組成物
　【請求項３】　（Ｅ）成分が有機チタン酸エステルまたはチタンキレートである請求項
１もしくは請求項２のいずれか一方に記載のシリコーンゲル組成物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
　　　【０００６】
　　【課題を解決するための手段】
　本発明のシリコーンゲル組成物は、
(Ａ)（Ａ－１）Ｒ(ＣＨ3)ＳｉＯ2/2単位８０.０～９９．８モル％、ＲＳｉＯ3/2単位０.
１～１０.０モル％およびＲ(ＣＨ3)2ＳｉＯ1/2単位０.１～１０.０モル％（式中、Ｒは一
価炭化水素基であり、全Ｒ中の０.２５～４.０モル％がアルケニル基である。）からなる
ポリオルガノシロキサン２０～１００重量％、および(Ａ－２) Ｒ(ＣＨ3)ＳｉＯ2/2単位
９０．０～９９．９モル％およびＲ(ＣＨ3)2ＳｉＯ1/2単位０.１～１０.０モル％（式中
、Ｒは一価炭化水素基であり、全Ｒ中の０.２５～４.０モル％がアルケニル基である。）
からなるポリジオルガノシロキサン０～８０重量％からなる２５℃における粘度が１０～
１００，０００ｍＰａ・sであるポリオルガノシロキサン　　　　　　　１００重量部、
(Ｂ)２５℃における粘度が２～１０，０００ｍＰａ・sであり、一分子中に２個のケイ素
原子結合水素原子を有するポリオルガノシロキサン｛(Ａ)成分中のアルケニル基に対する
本成分中のケイ素原子結合水素原子のモル比が０．８～１．２となる量｝、
(Ｃ) 付加反応用白金系触媒｛(Ａ)成分～(Ｂ)成分の合計量に対する本成分中の白金金属
が重量単位で０．０１～１０００ｐｐｍとなる量｝
(Ｄ)一般式(Ｒ1Ｏ)nＳｉＲ2

4-n（ここでＲ1はアルキル又はアルコキシアルキル基を表し
、Ｒ2は非置換の又は置換された１価の炭化水素基を表し、ｎは３又は４である）で示さ
れるシランおよびその部分加水分解縮合物から選ばれる有機ケイ素化合物
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０５～２０重量部
および
(Ｅ)有機チタン化合物　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．００１～５重量部
からなり、かつ（Ｂ）成分以外にケイ素原子結合水素原子を有するポリオルガノシロキサ
ンを含まず、硬化してＪＩＳ　Ｋ　２２２０に規定される１／４ちょう度が１０～２００
であるシリコーンゲルを形成することを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　本発明のシリコーンゲル組成物は、一般的に高信頼性が必要な電気・電子部品を封止な
いし充填する用途に好適に使用することができる。すなわち、本発明のシリコーンゲル組
成物は、それら部品の電極に使用される金，銀，銅，ニッケル，アルミなどの各種金属；
ケース材として使用されるＰＰＳ，ＰＢＴなどの各種エンジニアリングプラスチック；配
線基板として使用されるエポキシ樹脂，ポリイミド樹脂などの熱硬化性樹脂；アルミナ系
，窒化アルミナ系などの各種セラミックスなど、さまざまな材質からなる基材に対して良
好な接着性を示すという特徴がある。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
［実施例１～３、比較例１～７］
　下記の成分を表１に示す組成（重量部）で均一に混合して、１０種類のシリコーンゲル
組成物を調製した。これらのシリコーンゲル組成物を５℃で３日間静置した後、沈降物の
有無を目視で観察して保存安定性を調べた。また、これらのシリコーンゲル組成物を硬化
させて得られるシリコーンゲルの接着力、１／４ちょう度、および耐熱性を前記の方法に
より調べた。
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